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4.9-6.4 kbar という値が得られた。全岩の Zr 含有量から得られた温度も 660-670℃と調和的である。これは









データ（-6.8℃から 30.0℃） から 0.59-0.97 g/ cm3 である。以上の結果，この閃緑岩体からは H2O と CO2 とい
う 2 種類の流体が確認されたが，これらの活動時期は異なり，初期には H2O 流体，後期には CO2 流体が活
動したと考えられる。
閃緑岩中にみられるジルコンのSHRIMPによる U-Pb 年代決定を行った結果，1730±11 Ma というコンコー
ディア年代が得られた。これは中央インド構造帯（CITZ） から得られている年代と一致しており，本地域が 
CITZ の延長であることを示唆している。同様の年代を示す岩石は世界各地から発見されており，当該地域
の基盤岩類が原生代初期のコロンビア超大陸の集合時に地球規模で起こった火成作用によって形成されたと
とが明らかになった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
本研究は，今まで詳細な研究が行われていないバングラデシュの基盤岩類について，岩石学的，岩石化学
的，年代学的データをもとにその成因と帰属を初めて明らかにしたものである。全岩化学組成分析および年
代分析結果から，この基盤岩類（主に閃緑岩）が 17 億年前のコロンビア超大陸形成時のプレート沈み込み
に伴う火成作用によって形成されたことを明らかにした。これは本研究によって初めて得られた新知見であ
り，コロンビア超大陸の形成過程を議論する上で重要な貢献である。また，閃緑岩の固結深度から当該地域
の隆起速度の見積もりを行った。このような過去 17 億年間の隆起速度に関する計算データは今までほとん
ど得られていない。今後データの更なる検証を行うことにより，得られた隆起速度の意義について議論され
ることになるだろう。また，鉱物に含まれる流体包有物の産状観察と加熱冷却実験結果をもとに，閃緑岩マ
グマに伴う流体組成の推定を行った。火成作用に伴う流体の化学組成や起源については未だ不明な点が多く，
現在も多くの研究によって研究されているテーマである。本研究では，マグマ活動初期には H20 に富む流体，
後期には CO2 に富む流体が活動したことを明らかにした。このような基礎的なデータは火成作用における
流体の役割や起源を議論する上で非常に重要である。以上のような研究成果は国際的にみても大きな貢献と
して，博士（理学）の研究に値すると考えられる。なお，これらの成果の一部は３編の論文として査読付き
英文雑誌に掲載済みである。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
